
令和 7 年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

令和 8 年３月          

宗教法人福寿院 福寿院幼稚園  

 

１、本園の教育目標 

・心豊かに―こころの教育 

 自分を大切に、そして他人を尊重し、強く優しい大きな心を持つ 

・小さな社会人―社会性 

社会のルール、道徳性を身につけ、人とかかわる力、生きる力を育む 

 

２、本年度重点的に取り組む目標・計画 

１、生活の中で異年齢の関わりを意識的に取り入れる。 

２、園内外の遊びの工夫と充実を図る。 

３、絵本に親しむ環境の充実を図る。 

 

３、評価項目の達成及び取り組む目標・課題 

（Ａ充分に成果があった、Ｂ成果があった、Ｃ少し成果があった、Ｄ成果がなかった） 

 評価項目 
評 

価 
取り組み状況 

１ 

異年齢の関わりにより、

保育の充実や意欲向上

を図る 

A 

普段の自由遊びでは、一緒に遊ぶなど異年齢の自然な関わ

りがある。その他に、他学年と一緒に園外保育に出かけた

り、一緒に給食を食べたり、行事の前に練習の成果を見せ合

うなど、意図的に異年齢が関わる機会を設けた。それによっ

て、年上を真似て生活の中に取り入れようとしたり、年上に

憧れて自分を向上させようとする姿も見られるようになっ

た。また、年下の面倒を見たり、よく見られたいと頑張る姿

も見られるようになった。異年齢の関わりによって、他への

関心が高まり、自分を見直す機会にもなったと考える。ま

た、無理にたくさん取り入れる訳ではなく、教師が余裕を持

って異年齢の関わりにも目を向けられたことが良かった。 

２ 

外遊びの充実と夏場の

遊び方の工夫 

B 

園庭では、鬼ごっこやドッチボールなど大勢で体をたくさ

ん動かす遊び、砂場遊びや虫探しなどしゃがみ込んでじっ

くり取り組む遊び、なわとびや鉄棒など自分の技術を向上

させるような遊びと、多様な遊び方があり、それぞれの好き

なこと尊重して遊びを楽しめるように配慮した。ここでも

異年齢の関わりがあり、年長児に影響されて、より遊びが深

まり、遊び方が上手になった。また、園外にでかけた際に

は、それぞれの場所に合う遊びを展開できた。 

夏場は、テントを張ることによって昨年よりもたくさんプ

ール遊びを楽しむことができた。テントがない場所では、水

遊びでも暑くて難しかった。そのため、室内に、玩具の他に

も製作や描画などを用意して楽しんで遊べるよう工夫をし

た。夏場の遊び方はまだ工夫の余地がある。 



3 

絵本を取り入れる工夫

と研究 

A 

教師による毎日の読み聞かせ、父母有志による読み聞かせ

イベント、絵本の内容を題材にした製作など、年間を通して

絵本に親しむ機会をたくさん作ることができた。 

年長は週 1 回図書室の絵本を借りて家庭に持ち帰る取り組

みがある。年中はクラスでオリジナル絵本を製作する取り

組みがある。今年は新たに、年中も園内での絵本の貸し出

し、年少は当番がクラスで読む絵本を選ぶという取り組み

ができた。 

これらによって、絵本好きな子が増え、絵本の世界をみんな

で楽しむことができた。教師もみな絵本好きということも

いい影響をもたらしている。絵本は当園が目指す“心の教

育”にもつながり、これからも工夫と研究を重ねて絵本を取

り入れていきたい。 

 

４、総合的な評価結果 

  （Ａ充分に成果があった、Ｂ成果があった、Ｃ少し成果があった、Ｄ成果がなかった） 

評 

価 
理由 

A 

教師同士がお互い高め合い、お互いを助け合い、熱意を持って保育に取り組むことができ

た。子どもたちが伸び伸びと過ごし、心も体も成長した事に、取り組みの成果が評価でき

ると考える。 

 

５、今後取り組む課題   

 課題 具体的な取り組み方法 

１ 相手の話を聞く、自分の思いを伝える 
相手の話を聞く、自分の思いを伝えるのを促

すための援助や工夫 

２ 絵本に親しむ環境の充実を図る 絵本を取り入れる工夫と研究 

３ 
野菜の栽培により植物への関心と健康へ

の関心を高める 
野菜の栽培の工夫と展開 

 

６、学校関係者評価委員会の評価 

（自己評価を踏まえ、世話人会（保護者役員会）において、学校関係者評価をしていただいた） 

・異年齢の関わりの成果が充分に出ていると思う。幼稚園でこのような取り組みをしてもらって 

有り難い。 

  ・絵本に親しむ取り組みがとてもいい。父母の絵本読み聞かせはいい企画なのに、なかなか勇気が 

出ずに参加者しないという方もいるので、みんなでもっと広めましょう。 

  ・たくさんの園外保育を楽しめて、体力もついた。小学校に行くとなかなかできない事を幼稚園で 

   時間をかけてやってもらっているのが嬉しい。 

  ・夏場の遊び方はいろいろ難しいと思うが、工夫してやって欲しい。 

  ・夏休み中の預かり保育もプール遊びをやって欲しい。 

  ・子どもたち、先生たち、親たちみんなで“チーム福寿院”。そこに関われて嬉しい。 

  ・できたら先生たちみんなが褒めてくれる、できなかったら先生たちみんなが励ましてくれる、 

そんな幼稚園に子どもを通わせることができて、本当に良かった。 


